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スポーツ庁における大学スポーツと国際競技力向上の関連する取組

競技力向上事業

障害予防

心理 体力測定

栄養

映像、技術

【提供されているパッケージ内容】

ハイパフォーマンススポーツセンターネットワークを通じた医・科学、情報サポートの展開

（令和7年度予算額：10,391,360千円の内数）

地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業

委託先：北海道スポーツ協会

新潟医療福祉大学

京都府

和歌山県立医科大学

宮崎大学

「誰もがアクセスできる」スポーツと持続可能な国際競技力向上の実現に向けて、居住地域にかかわらず、全国のアス

リートがスポーツ医・科学のサポートを受けられる環境を整備していくため、大学や地域のスポーツ医・科学センター等の

関係機関が連携・協働し、地域のアスリート等にスポーツ医・科学支援を提供する体制のモデル構築を目指す。

（令和7年度予算額：82,640千円）

先端的スポーツ医・科学研究推進事業

「医学分野」、「情報分野」、「工学分野」等において、スポーツに関する先端的な研究ならびに次世代の中核を担

う若手研究者の育成を継続的に実施する機関を「先端的スポーツ医・科学研究拠点」として指定し、HPSCと連携

してスポーツ医・科学研究を推進する体制を整える。

（令和7年度予算額：135,324千円）

委託先：筑波大学

順天堂大学

立命館大学

実施機関：日本スポーツ振興センター

ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）

【HPSCネットワーク連携機関】（一部抜粋）

北翔大学、国際武道大学、帝京大学スポーツ医科学センター、

山梨学院大学スポーツ科学部、新潟医療福祉大学、

びわこ成蹊スポーツ大学、立命館大学スポーツ健康科学部、大阪体育大学、

和歌山県立医科大学みらい医療推進センターげんき開発研究所、

筑波大学体育系

HPSCに蓄積されたスポーツ医・科学、情報支援の知見を全国に届け

るために、支援内容のパッケージ化とパッケージ活用人材（サポートスペ

シャリスト）の指定及び全国展開、HPSCネットワーク連携機関の認定

を実施する。



第1回会議においてご議論いただきたい主な論点

■大学スポーツにおける競技力向上の方向性はどうあるべきか

• 各大学において、大学生のスポーツ活動を支える機能や組織

をどのように充実していくべきか

• HPSCの有する医・科学的な知見やノウハウを各大学のス

ポーツ活動の現場で活用しやすくするための方策について

• 大学スポーツの国際・国内競技大会の在り方について
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